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古
典
文
法
・
用
法
公
式

「
る

「
ら
る
」

」

・
対
象
を
示
す
格
助
詞
「
に
」
の
下
の
「
る
・
ら
る
」
は
受
身
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

る
・
ら
る
＋
敬
語
の
場
合
も
あ
る

「
・
・
・
に
～
る
・
ら
る
」
と
訳
す

・
高
貴
な
人
物
が
出
て
き
た
ら
「
る
・
ら
る
」
は
尊
敬

上
に
尊
敬
の
助
動
詞
を
伴
う
場
合
、
尊
敬
で
あ
る
こ
と
が
多
い

「
お
～
な
る
」
と
訳
す

・
可
能
の
「
る

「
ら
る
」
は
、
平
安
時
代
で
は
、
打
消
語
ま
た
は
反
語
を
伴
う
。

」

「
～
で
き
る
」
と
訳
す

・

笑
ふ

「
思
ふ

「
し
の
ぶ
」
な
ど
の
自
己
の
感
情
（
心
情
）
が
上
に
あ
る
と
き
は
自
発

「

」

」

る
・
ら
る
＋
敬
語
の
場
合
も
あ
る

「
自
然
と
・
・
・
に
な
る

「
・
・
・
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
」
の
よ
う
に
訳
す
。

」

「
る
」
の
識
別

・
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
動
詞
の
未
然
形
接
続
の
「
る
」
は

受
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可
能
の
助
動
詞
「
る
」
の
終
止
形

・
サ
変
動
詞
の
未
然
形
・
四
段
動
詞
の
命
令
（
已
然
）
形
接
続
の
「
る
」
は

完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形

「
さ
み
し
い
り
ー
ち
ゃ
ん
」

・
下
二
段
動
詞
の
連
体
形
の
活
用
語
尾
の
一
部

「
す

「
さ
す

「
し
む
」

」

」

・

す

「
さ
す
」
は
、
上
下
に
尊
敬
語
を
伴
う
と
「
尊
敬
」
に
な
り
、
伴
わ
な
い
場
合
は
「
使
役
」

「

」

た
だ
し

「
～
に
」
と
い
う
人
物
が
わ
か
っ
て
い
た
り
、
想
定
で
き
る
場
合
は
「
使
役

。

、

」

・
他
の
尊
敬
語
と
ド
ッ
キ
ン
グ
の
「
す
・
さ
す
」
は
だ
い
た
い
尊
敬

「
お
～
な
る
」
の
訳

・
他
の
尊
敬
語
の
な
い
単
独
で
で
て
く
る
「
す
・
さ
す
」
は
使
役
。
使
役
は
他
に
動
作
を
さ
せ
る
こ

と
「

・
・
・
に
）
～
さ
せ
る
」
の
訳

（

し
む
の
識
別

・
他
の
尊
敬
語
と
ド
ッ
キ
ン
グ
の
「
し
む
」
は
だ
い
た
い
尊
敬

「
お
～
な
る
」
の
訳

・
他
の
尊
敬
語
の
な
い
単
独
で
で
て
く
る
「
し
む
」
は
使
役

使
役
は
他
に
動
作
を
さ
せ
る
こ
と

「
～
さ
せ
る
」
の
訳

せ
の
識
別

・
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
動
詞
の
未
然
形
接
続
の
「
せ
」
は

使
役
・
尊
敬
の
助
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
・
連
用
形

・
活
用
語
の
連
用
形
接
続
の
「
せ
」
は
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
未
然
形

・
サ
変
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
の
「
せ
」
は
下
に
「
ず

「
む
」
な
ど
が
接
続
す
る

」

「
ず
」
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・
意
味
は
「
打
消
」

・
未
然
形
＋
「
ず
」

・
ラ
変
型
活
用
は
助
動
詞
に
続
く
と
き

・

ぬ
」
は
「
ず
」
の
連
体
形
か
、
完
了
「
ぬ
」
の
終
止
形
の
ど
ち
ら
か
。

「
・

ね
」
は

「
ず
」
の
已
然
形
か
、
完
了
「
ぬ
」
の
命
令
形
の
ど
ち
ら
か
。

「

、

・

ー
な
く
に
」
は
「
ー
な
い
の
に
」
の
意
味
で
、
和
歌
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

「
「
き
」
、

、「

」「

「

」「

」「

」「

」

・
カ
変

サ
変
と
の
組
み
合
わ
せ
は

こ
し

こ
し
か

き
し

き
し
か

せ
し

せ
し
か

「
し
き
」
の
場
合
だ
け
。

・
未
然
形
「
せ
」
は

「
せ
ば
・
・
・
ま
し
」
の
形
で
、
事
実
に
反
す
る
仮
想
を
示
す
場
合
に
だ
け

、

用
い
る
。

・
連
体
形
の
「
し
」
は
、
活
用
語
の
連
用
形
に
つ
き
、
下
に
体
言
が
あ
る
。
ま
た
は
、
係
助
詞
の
結

び
の
場
合
。
強
意
の
副
助
詞
「
し
」
は
、
体
言
・
助
詞
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
語
の
下
に
つ
く

「
し
」

。

は
切
り
取
っ
て
も
そ
の
ま
ま
意
味
は
通
る
。

「
け
り
」

・
詠
嘆
「
け
り
」
は

「
・
・
・
な
り
け
り
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

、

・
詠
嘆
「
け
り
」
は
和
歌
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。

・

Ａ
は
Ｂ
な
り
け
り
」
は
「
Ａ
は
Ｂ
だ
っ
た
ん
だ
」
と
訳
す

「
「
け
り
」
と
「
き
」
の
違
い

・
け
り
・
・
・
現
在
に
お
い
て
間
接
的
に
知
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
回
想
し
て
述
べ
る
場
合
に
用
い

る
。
間
接
体
験
の
過
去

・
き
・
・
・
自
分
が
過
去
に
お
い
て
直
接
体
験
し
た
出
来
事
を
述
べ
る
場
合
に
用
い
る
。
直
接
体
験

の
過
去

「
ぬ

「
つ
」

」

・

ぬ
」
と
「
つ
」
は
強
意
の
兄
弟
！
単
独
で
「
完
了

、
下
に
推
量
で
「
強
意
」

「

」

・

完
了
」
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
関
係
な
く
、
あ
る
動
作
・
事
が
ら
が
完
全
に
終
わ
っ
て

「
し
ま
う
こ
と
。

・
強
意
の
「
ぬ

「
つ
」
は

「
ぬ
べ
し

「
つ
べ
し

「
な
む
「
て
む
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

」

、

」

」

「
き
っ
と
～
だ
ろ
う
、
き
っ
と
～
し
よ
う
、
～
し
て
し
ま
い
そ
う
」
と
訳
す
。

・
強
意
の
「
ぬ

「
つ
」
は

「
き
っ
と

「
か
な
ら
ず
」
な
ど
の
語
を
補
っ
て
強
意
を
示
す
。

」

、

」

・

に
き

に
け
り

に
た
り

て
む

て
ば

て
き

て
け
り

の

に

て

は

完

「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」

「

」
「

」

「

了
と
思
っ
て
よ
い
。

ぬ
の
識
別

・
未
然
形
＋
「
ぬ
」
＋
体
言
・
・
・
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形

「
～
な
い
」
と
訳
す

・

ぬ
」
＋
体
言
・
助
詞
「
は

「
ぞ

「
こ
そ
」
は
打
消
・
結
び
の
「
ぬ
」
は
打
消

「

」

」

・
連
用
形
＋
「
ぬ
」
＋

・
・
・
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形

。

「
～
し
ま
っ
た
」
と
訳
す

・

ぬ
」
で
文
や
句
を
結
ん
で
い
る
の
は
完
了
・

ぬ
」
＋
「
ら
む

「
べ
し

「
ら
し

「
め
り
」
は

「

「

」

」

」

完
了
・
ナ
変
動
詞
の
終
止
形
活
用
語
尾
の
場
合
の
「
ぬ

。
ナ
変
は
「
死
ぬ
」
と
「
往
ぬ
」
の
２
つ
だ
け

」

・
ナ
行
下
二
段
活
用
「
寝

「
寝
る
」
の
活
用

」
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ね
の
識
別

・
未
然
形
＋
ね
・
・
・
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形
の
「
ね

。
下
に
「
ば

「
ど
も
」
が
付

」

」

く
か
「
こ
そ
」
の
結
び

・
連
用
形
＋
ね
・
・
・
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形
「
ね

。
文
を
終
止
す
る

」

・
ナ
変
動
詞
（
死
ぬ
・
往
ぬ
）
の
命
令
形
活
用
語
尾
の
「
ね
」

・
ナ
行
下
二
段
活
用
「
寝

「
寝
る
」
の
活
用

」

「
た
り

「
り
」

」

・
訳
し
て
「
た
」
が
合
う
場
合
は
「
完
了

「
て
い
る

「
て
あ
る
」
が
合
う
場
合
は
「
存
続

。

」
、

」

」

・

り
」
は
四
段
動
詞
の
已
然
形
と
、
サ
変
の
未
然
形
と
だ
け
に
接
続
す
る

（

さ
み
し
い

「
り
」

「

。
「

」

ー
ち
ゃ
ん
で
覚
え
る
）

た
り
の
識
別

・
体
言
＋
「
た
り

・
・
・
断
定
の
助
動
詞
。
体
言
に
し
か
く
っ
つ
か
な
い
か
ら
区
別
が
簡
単
！
！

」

・
連
用
形
＋
「
た
り

・
・
・
完
了
・
存
続
の
助
動
詞

「
～
し
ま
っ
た

「
～
て
い
る
」
と
訳
す

」

。

」

・
形
容
動
詞
（
タ
リ
活
用
）
の
活
用
語
尾
。
タ
リ
活
用
は
漢
語
が
語
幹
に
な
る
の
で
見
分
け
や
す
い

完
了
の
助
動
詞
の
識
別

・
つ
・
ぬ
は
強
意
の
用
法
の
あ
る
完
了

自
然
的
な
自
動
詞
に
は
「
ぬ

、
意
志
的
な
他
動
詞
に
は
「
つ
」
が
つ
く

」

・
た
り
・
り
は
存
在
の
用
法
の
あ
る
完
了

・
訳
し
方

「
つ

「
ぬ

：
～
し
て
し
ま
う
・
～
し
て
し
ま
っ
た
・
～
し
た
（
完
了
）

」

」

：
き
っ
と
・
た
し
か
に
（
強
意
）

「
た
り

「
り

：
～
し
て
い
る
（
存
続
）

」

」

：
～
し
た
（
完
了
）

完
了
＋
過
去
・
・
・

つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
」
＋
「
き
・
け
り
」
は
「
～
た
、
～
て
し
ま
っ
た
」
と

「

訳
す

「
む

「
む
ず
」

」

・

ス
イ
カ
カ
エ
テ
！
」
の
意

「
推
量
・
意
志
・
勧
誘
・
仮
定
・
婉
曲
・
適
当
」

「

。

・
一
人
称
＋
む
・
・
・
意
志

二
人
称
＋
む
・
・
・
適
当
・
勧
誘

三
人
称
＋
む
・
・
・
推
量

む
（
連
体
形
）
＋
「
は

「
に

「
を

「
に
は

・
体
言
・
・
・
仮
定

」

」

」

」

む
（
連
体
形
）
＋
体
言
・
・
・
婉
曲

・

勧
誘
」
は
、
相
手
に
呼
び
か
け
て

「
・
・
・
す
る
が
よ
い
」
と
す
す
め
る
意
味
で
あ
る
。

「

、

・
勧
誘
の
「
む
」
は

「
こ
そ
・
・
・
め
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

、

・

婉
曲
」
と
は
、
実
現
し
て
な
い
こ
と
を
仮
定
的
に
い
う
場
合
で
、
断
定
を
さ
け
表
現
を
や
わ
ら

「
げ
る
用
法
で
あ
る
。

・
仮
定
の
「
む
」
は

「
・
・
・
と
し
た
ら

「
・
・
・
て
も
」
の
口
語
訳
が
あ
た
る
。

、

」

「

」（

）

、「

」（

）

「

」（

）

・

む

推
量

の
父
さ
ん

け
り

過
去

の
母
さ
ん
と
の
間
の
子
は

け
む

過
去
推
量

「

」（

）

、「

」（

）

「

」（

）

・

む

推
量

の
父
さ
ん

ら
し

推
定

の
母
さ
ん
と
の
間
の
子
は

ら
む

現
在
推
量

「
ら
む
」

・

原
因
・
理
由
の
推
量
」
は
、
見
聞
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
の
原
因
・
理
由
を
推

「
量
す
る
方
法
。

・
原
因
・
理
由
の
推
量
の
「
ら
む
」
の
公
式
＝
原
因
・
理
由
＋
事
実
＋
ら
む
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ら
む
の
識
別

・
終
止
形
に
接
続
は
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
の
連
体
形
（
終
止
形
）

ラ
変
は
連
体
形
に
接
続

「
～
い
る
だ
ろ
う
」
と
訳
す

。

・
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
の
一
部
＋
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形
（
終
止
形
）

・
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
未
然
形
＋
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形

・
完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
未
然
形
の
一
部
＋
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形

・
ラ
行
四
段
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形

「
け
む
」

・
過
去
の
事
実
の
推
量
は

「
け
む
」
の
す
ぐ
上
の
事
実
を
、
疑
問
の
気
持
ち
で
推
量
す
る
方
法
で

、

あ
る
。

・
婉
曲
の
「
け
む
」
は
、
連
体
形
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。

「
ら
し
」

・

ら
し
」
の
す
ぐ
上
の
部
分
が
推
量
さ
れ
る
部
分
で
、
根
拠
は
推
量
さ
れ
る
部
分
の
上
か

「
ら

「

、

し
」
の
下
に
示
さ
れ
る
。

推
定
推
定
の
「
な
り

「
め
り

「
ら
し
」
は
「
～
ら
し
い
。
～
よ
う
だ
」
と
訳
す

」

」

願
望
願
望
の
「
た
し

「
ま
ほ
し
」
は
「
～
た
い
」
と
訳
す

」

け
れ
の
識
別

・
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形

連
用
形
に
接
続
。
終
止
形
や
語
幹
に
は
接
続
し
な
い

・
形
容
詞
の
已
然
形
活
用
語
尾
の
一
部

・
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の
已
然
形
の
一
部

・
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
じ
」
の
已
然
形
の
一
部

・
カ
行
四
段
活
用
の
已
然
形
の
一
部
＋
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
已
然
形

し
の
識
別

・
サ
変
動
詞
「
す
」
の
連
用
形
。
動
作
を
「
す
る
」
の
意
の
と
き
は
サ
変

・
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。
連
用
形
に
接
続
す
る
（
た
だ
し
、
カ
変
・
サ
変
動
詞
に
は
未

然
形
に
も
接
続
す
る

「
～
た
」
と
訳
す

）

・
副
助
詞
「
し
」
は
な
く
て
も
意
味
が
通
じ
る
。
訳
も
特
に
な
い
が
強
意
「
！
」
と
覚
え
よ
う

し
か
の
識
別

・
指
示
副
詞
の
「
し
か

「
そ
の
よ
う
に
」
と
訳
す

」
。

・
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
已
然
形
。
連
用
形
に
接
続
す
る
場
合
は
こ
れ
！

・
接
続
助
詞
「
ば
・
ど
・
ど
も
」
が
接
続
す
る
場
合
、
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
結
び
の
場
合
は
過
去
の

助
動
詞
「
き
」
の
已
然
形

・
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
「
し
」
＋
終
助
詞
「
か
」

し
て
の
識
別

・
体
言
・
連
体
形
に
接
続
は
、
格
助
詞
の
「
し
て

。
使
役
の
対
象
・
手
段
・
方
法
・
共
同
の
動
作

」

の
用
法
が
あ
る

「
～
で
」
と
訳
す

。
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・
サ
行
四
段
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
「
し
」
＋
接
続
助
詞
「
て

。
動
詞
の
活
用
形
か
ら
判
断
す

」

る・
連
用
形
に
接
続
は
、
接
続
助
詞
「
し
て

。
直
接
動
詞
に
は
つ
か
な
い
よ

「
～
て
」
と
訳
す

」

。

・
サ
変
動
詞

す

の
連
用
形

し

＋
接
続
助
詞

て

動
作
を

す
る

の
意
の
時
は
こ
れ
！

「

」

「

」

「

」
。

「

」

と
の
識
別

・
格
助
詞
の
「
と

。
体
言
・
連
体
形
・
引
用
文
に
接
続

「
と
」
は
会
話
全
体
を
一
つ
の
体
言
と

」

。

扱
う
役
目
も
す
る
〈
引
用
の
と

「
～
と
～
」
の
「
と
」
は
強
意

「
ど
ん
ど
ん
～
」
と
訳
す

〉
。

。

・
副
詞
の
一
部
の
「
と

「
と
」
が
な
く
て
も
意
味
が
通
じ
る
場
合
は
こ
れ

」
。

・
タ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
。
漢
語
が
語
幹
の
時
は
こ
れ

な
の
識
別

・
副
詞
の
「
な
」
は
「
な
・
・
・
そ
」
の
形
で
禁
止
の
意

「
～
す
る
な
」
と
訳
す

・
終
助
詞
（
禁
止
）
の
「
な

。
終
止
形
に
接
続
（
ラ
変
は
連
体
形
接
続

「
～
す
る
な
」
と
訳
す

」

）
。

・
願
望
の
終
助
詞
の
「
な
」
は
文
末
（
未
然
形
）
に
つ
く

「
～
し
よ
う
よ
」
と
訳
す

「
な
」
は

。

。

自
己
に
つ
け
ば
意
志
、
他
者
に
つ
け
ば
希
望
の
意
に
な
る

・
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
の
「
な

。
連
用
形
接
続

」

・
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
体
形
の
撥
音
便
形
（
ん
の
無
表
記

。
体
言
・
連
体
形
に
接
続
。

）

「
な
」
の
下
に
「
る
」
を
補
え
る

・
ナ
変
動
詞
「
死
ぬ
」
の
未
然
形
活
用
語
尾

な
む
の
識
別

・
体
言
（
連
体
形
）
＋
な
む
・
・
・
未
然
形
に
は
つ
か
な
く
て
、
文
末
を
連
体
形
で
結
ぶ
の
は
強
意

の
「
係
助
詞

「
～
！
」
の
意

」
。

「

」
。

・
未
然
形
＋
な
む
・
・
・
文
末
に
用
い
ら
れ
て
願
望
の
意
を
表
す
の
は
他
へ
の
願
望
の

終
助
詞

「
～
し
て
ほ
し
い
」
と
訳
す

・
連
用
形
＋
な
む
・
・
・
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
＋
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の

終
止
形
の
「
な
む

「
き
っ
と
～
だ
ろ
う
」
と
訳
す

」

・
ナ
変
動
詞
（
死
ぬ
・
往
ぬ
）
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形

の
「
な
む
」

ナ
変
動
詞
の
活
用
か
ら
判
断
し
よ
う

な
り
の
識
別

・
形
容
動
詞
か
「
名
詞
＋
な
り
」
か
迷
っ
た
ら
・
・
・

副
詞
の
「
い
と
」
を
つ
け
て
み
る
。
↓
意
味
が
通
れ
ば
形
容
動
詞

連
体
詞
の
「
あ
る
」
を
つ
け
て
み
る
。
↓
意
味
が
通
れ
ば
名
詞
＋
な
り

・
終
止
形
＋
「
な
り
」
は
伝
聞
・
推
定

（
た
だ
し
、
四
段
に
つ
く
場
合
と
ラ
変
に
つ
く
場
合
は
要
注
意
。
文
脈
で
判
断
し
て
ね
）

「
～
と
か
い
う
」
と
訳
す

・
体
言
・
連
体
形
＋
「
な
り
」
は
断
定

（
た
だ
し
、
四
段
・
上
二
段
・
ラ
変
に
つ
く
場
合
は
要
注
意
。
文
脈
で
判
断
し
て
ね
）

「
～
で
あ
る
」
と
訳
す

・

○
○
な
る
○
○
」
の
「
な
る
」
は
存
在
の
意
が
多
い
。

「
・
ナ
リ
活
用
の
形
容
動
詞
（
連
用
形
・
終
止
形
の
時
の
活
用
語
尾
）

連
用
形
は
主
に
「
け
り
」
な
ど
が
下
に
つ
く
。
終
止
形
は
言
い
切
り
の
形

・
ラ
行
四
段
活
用
の
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
・
・
・
連
体
形
・
副
詞
・
助
詞
な
ど
＋
な
り

主
に
「
た
り
・
ぬ
・
て
」
が
下
に
つ
く
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に
の
識
別

・
格
助
詞
「
に
」
は
体
言
・
連
体
形
接
続
。
連
体
形
の
場
合
に
は
下
に
体
言
が
補
え
る

・

た
だ
～
に
～
」
二
回
重
ね
て
間
に
格
助
詞
は
強
意
の
意

「
ど
ん
ど
ん
～
」
と
訳
す

「

。

・
接
続
助
詞
の
「
に
」
は
連
体
形
に
接
続
。
連
体
形
の
下
に
は
体
言
は
補
え
な
い

「
～
と
こ
ろ
」
と
訳
し
偶
然
条
件
を
表
す
こ
と
が
あ
る

「
～
の
で
」
と
訳
し
原
因
理
由
の
順
接
確
定
条
件

「
～
だ
が
」
と
訳
し
逆
接
確
定
の
用
法

・
尊
い
方
が
主
語
の
場
合
に
つ
く
「
に
」
は
尊
敬
の
意

「
～
に
は
」
と
訳
す

。

・
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
の
「
に

。
連
用
形
に
接
続

」

・
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
の
「
に

。
体
言
・
連
体
形
に
接
続

」

「
は
べ
り

「
あ
り
」
に
つ
く
こ
と
が
多
く
、
係
助
詞
が
間
に
は
い
る
こ
と
が
多
い

」

「
～
で
あ
る
」
と
訳
す

・
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
の
「
に

。
上
に
程
度
の
副
詞
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来

」

る・
ナ
変
動
詞
（
死
ぬ
・
往
ぬ
）
の
連
用
形
活
用
語
尾

・
副
詞
の
一
部
の
「
に
」

に
て
の
識
別

・
格
助
詞
の
「
に
て

。
体
言
・
連
体
形
に
接
続

「
～
で
」
と
訳
す

」

。

「

」

「

」

「

」
。

。

・
断
定
の
助
動
詞

な
り

の
連
用
形
＋
接
続
助
詞

て

の

に
て

体
言
・
連
体
形
に
接
続

「
～
で
あ
っ
て
」
と
訳
す

・
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾
＋
接
続
助
詞
「
て
」
の
「
に
て
」

状
態
・
性
質
（
ら
う
た
げ
・
を
か
し
げ
）
な
ど
に
つ
く
の
は
こ
の
場
合

「
～
で
あ
っ
て
」
と
訳
す

ば
や
の
識
別

・
未
然
形
に
接
続
は
終
助
詞
「
ば
や
」

願
望
の
意
味
に
な
り
自
分
の
願
望
を
控
え
め
に
表
す

終
助
詞
だ
か
ら
文
末
に
あ
る
の
で
見
分
け
や
す
い

「
～
た
い
な
あ
」
と
訳
す

・
未
然
形
に
接
続
は
接
続
助
詞
「
ば
」
＋
係
助
詞
「
や
」

順
接
仮
定
条
件
に
な
る

「
～
な
ら
ば
～
だ
ろ
う
か
」
と
訳
す

・
已
然
形
に
接
続
は
接
続
助
詞
「
ば
」
＋
係
助
詞
「
や
」

順
接
確
定
条
件
に
な
る

「
～
の
で
～
だ
ろ
う
か
」
と
訳
す

願
望
の
終
助
詞

・

ば
や

「
て
し
が
な

「
に
し
が
な

・
・
・
自
己
の
願
望
「
～
た
い
」

「

」

」

」

・

な
む

「
も
が
な

・
・
・
他
へ
の
願
望
「
～
て
ほ
し
い

「
～
い
い
の
に
な
あ
」

「

」

」

」

べ
し
の
識
別

・

ス
イ
カ
ト
メ
テ
ヨ
！

「
推
量
・
意
志
・
可
能
・
当
然
・
命
令
・
適
当
・
予
定
」

「

」

・

カ
イ
ス
ギ
ト
メ
テ
ヨ
！

「
可
能
・
意
志
・
推
量
・
義
務
・
当
然
・
命
令
・
適
当
・
予
定
」

「

」

・
強
い
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
三
人
称
＋
べ
し
・
・
・

確
実
性
の
強
い
推
量
」

「

「
き
っ
と
～
だ
ろ
う
」
と
訳
す
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・
一
人
称
＋
「
べ
し

・
・
・
意
志

「
～
し
て
や
ろ
う
」
と
訳
す

」

。

・
二
人
称
＋
べ
し
・
・
・
適
当

「
～
よ
い
」
の
意
。

。

・
二
人
称
＋
べ
し
・
・
・
命
令
「
～
し
な
さ
い
」
の
意

文
脈
か
ら
判
断
し
て
ね

・

～
は
ず
」
の
意
の
「
べ
し
」
は
当
然

「
・

～
で
き
る
」
の
意
の
「
べ
し
」
は
可
能

「
【
参
考

「
む

（
べ
し
に
比
べ
弱
い
推
量
）

】

」

一
人
称
＋
む
・
・
・
意
志

二
人
称
＋
む
・
・
・
勧
誘
・
適
当

三
人
称
＋
む
・
・
・
推
量

「
む

「
べ
し

「
じ

「
ま
じ
」
は
四
角
関
係
！
「
む
」
の
打
消
が
「
じ

「
べ
し
」
の
打
消
が

」

」

」

」
、

「
ま
じ
」

反
実
仮
想

～
ま
し
か
ば

～
ま
せ
ば

・
・
・
ま
し

「
も
し
も
～
と
し
た
ら
・
・
・
だ
ろ
う
に
」
と
訳
す

～
せ
ば

未
然
形
＋
ば

「
た
ま
ふ
」
の
識
別

・
四
段
活
用
・
・
・
尊
敬
（
お
～
に
な
さ
る
）

・
下
二
段
活
用
・
・
・
謙
譲
（
お
与
え
に
な
る
・
く
だ
さ
る
）

謙
譲
・
補
動
（
～
さ
せ
て
い
た
だ
く

・
・
・
会
話
文
・
手
紙
文
中
で
「
思

）

ふ

「
お
ぼ
ゆ

「
見
る

「
聞
く

「
知
る
」
な
ど
の
語
に
付
く
こ
と
が
多
い
。

」

」

」

」

「
の
」
の
識
別

・
主
格
の
助
動
詞
「
～
が
・
は
」

・
連
体
格
の
格
助
詞
・
・
・
体
言
＋
の
＋
体
言

・
同
格
の
格
助
詞
・
・
・
体
言
＋
の
＋
～
連
体
形
（
＋
助
詞

「
体
言
で
連
体
形
な
体
言
（
の

」

）

）

と
訳
す

・
準
体
格
の
格
助
詞
・
・
・
体
言
の
代
用

・
連
用
格
の
格
助
詞
「
～
よ
う
に
」

・
歌
の
中
の
訳
し
に
く
い
「
の
」
は
格
助
詞
の
比
喩
だ
と
考
え
る

「
～
の
よ
う
に
」

ば・
未
然
形
＋
ば
（
仮
定
条
件
）

も
し
～
な
ら

・
已
然
形
＋
ば
（
確
定
条
件
）

～
の
で
、
～
し
た
と
こ
ろ
、
～
す
る
と
い
う
も

と
・
ど

・

と
・
と
も
」
は
仮
定
条
件

た
と
え
～
て
も

「
・

ど
・
ど
も
」
は
確
定
条
件

～
け
れ
ど
も

「
「
も
の
」
の
つ
く
接
続
助
詞

・

も
の
」
の
つ
く
接
助
は
す
べ
て
「
逆
接

・
・
・
も
の
を
、
も
の
ゆ
ゑ
、
も
の
か
ら
、
も
の
の

「

」

・

も
の
を
」
は
文
の
途
中
な
ら
逆
接
の
確
定
条
件
、
文
末
な
ら
詠
嘆
「
～
の
に
な
あ
」

「
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「
だ
に
・
す
ら
・
さ
へ
」

・

だ
に

「
す
ら
」
は
「
さ
え

「
さ
へ
」
は
「
ま
で
も
」
と
訳
し
ま
し
ょ
う
。

「

」

」
、

・

だ
に
」
＋
意
志
・
希
望
・
願
望
・
仮
定
・
命
令
表
現
・
・
・
せ
め
て
～
だ
け
で
も

「
ぞ
・
な
む
・
や
・
か
・
こ
そ

・

こ
そ
・
・
・
已
然
形

・
・
・
」
は
逆
接
！
「
・
・
・
け
れ
ど
も

・
・
・
」

「

、

、

・
～
も
ぞ
・
・
・
連
体
形

～
し
た
ら
大
変
だ

・
～
も
こ
そ
・
・
・
已
然
形

～
す
る
と
困
る

会
話
・
会
話
の
終
わ
り
は
「
と

「
と
言
ひ
て

「
と
て
」
の
上

」

」

・

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
幹
＋
の
・
・
・
や
」
は
「
な
ん
と
～
し
い
・
・
・
で
は
な
い
か
」
と

「
訳
す
。

・

名
詞
＋
（
を
）
＋
形
容
詞
の
語
幹
＋
み
」
は
原
因
・
理
由
・
・
・

名
詞
）
が
（
形
容
詞
）
な

「

「
（

の
で
」
と
訳
す
。

反
語
・
疑
問
・
反
語
の
副
詞
～
推
量
表
現
は
反
語
で
訳
す

・
係
助
詞
＋
係
助
詞
（
や
は
・
か
は
）
は
反
語
で
訳
す

呼
応
表
現

さ
ら
に

つ
ゆ

全
く

す
べ
て

～
打
消

～
な
い

つ
や
つ
や

少
し
も

お
ほ
か
た

た
へ
て

動
詞
・
助
動
詞
の
連
用
形

～
す
る
な

な
＋

カ
変
未
然
形

＋
そ

～
し
な
い
で
く
れ

サ
変
未
然
形

～
し
て
く
れ
る
な

ず

～
で
き
な
い

え
＋

ま
じ
・
じ

～
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
～
で
き
そ
う
に
な
い

で

～
で
き
な
い
で

い
か
で
～
推
量
表
現

ど
う
し
て
～
だ
ろ
う
か

い
か
で
～
意
志
表
現

何
と
か
し
て
～
た
い
、
ど
う
に
か
し
て
～
て
ほ
し
い

を
さ
を
さ
～
打
消

ほ
と
ん
ど
・
め
っ
た
に
～
な
い

よ
も
～
じ

ま
さ
か
・
よ
も
や
～
な
い
だ
ろ
う

あ
な
か
し
こ
～
禁
止

決
し
て
～
し
て
は
い
け
な
い


